
大
正
B
年

KJ:II十
L
J
東

]l.捕
邦
伊
f
話
す

(
旬
月

一
同

一
日
有
田
)

蒜

所

持

載
)

骨 学 務 輝 撃 太 閤 帯 解 音

義 委 細

霧 工 事 革 四 十 三 歩

行 硬 El - 月 二二 句･こ ･-ヒr滞P 伊賀

払
鋼

叢

政
府
の
督
繕

購
品
制
度

-

蓄
積
理
論
の

1
考
察

二

人
問
撃
的
鹿
骨
哲
学

･
･
‥

仙
肝

諭

全
輪
此
再
禁

止
後
の
軌

界
ご
財
政

･

研

酔
仙

我
が
国
の
都
市
新
興
F'｣都
市
人
Ei
･

大
量
観
察
代
用
法
に
就

い
て

-

I

歴
史
的
替
展
謁
見
た
る
世
界
不
況

助
郷
制
度
に
就

い
て

･

請

l柁

恩
師
シ
ャ
ン
ツ
教
授
を
悼
む

･
･

瑞
西
の
穀
物
専
頁
制

-

･

小
責
企
業
詣
棚
卸
見
望

買
出

･

附

鼓

新
著
外
囲
経
済
難
詰
主
要
論
題

沌
聾
博
士
帥

戸

正

雄

文
革
博
士
高

田

保

馬

文
準
博
士
米

田

庄

太

郎

紺
林
学
博
士
汐

見

轄
掛
坪
･1
.ぺ
け

日

T
r
J
L

経
済
坪
士
蟻

川

虎

三

緯
涛
浄
土
松

岡

孝

兄

結
締
幣
士
窯

羽

兵

治

郎

法
韓
博
士
納

戸

正

雄

相
済
準
上

八

木

芳

之

助

柁
酒
準
士
大

塚

1
朗



瑞

西

の

穀

物

専

章

制

小
責
企
業
に
於
け
る
棚
却

見
切
責
出

大

塚

一

朗

放

し

が

蓉

伯
林
大
挙
及
伯
林
商
科
大
嬰
名
車
教
授

.Tu]ius
H
山iSCh
は

粗
衣
.
教
壇
に
於
い
て
経
督
琴
網
戟
及
び
繭

:i:菜
経
碑
諭
に
関

す
る
講
韓
JJ械
習
･JJ
を
鮮
常
す
る
外
'
肖
ら
理
事
長
と
し
て
伯

林
商
科
大
勢
構
内
に
商
業
研
究
所

(ll.01SCh
un
gs
s

te7〓
t･tl･
(1ell

H
a

nd
e】)を
設
立
し
二

九
三
〇
年

T
〇
月
以
東

'

十
数
名

の

所
員

と
協
力
し
て
､
月
報
並
び

に
軍
行
跡
子
を
蓉
行
L
t
小
責

企
業
の
造
営
に
射
し
て
有
益
な
る
経
営
経
済
聾
的
指
導
を
輿
へ

て
ゐ
る
｡

☆

l
九
三

年

7
月
の
月
報
は

『
在
庫
品
政
筒
の
手
段
と
し
て

の
欄
却
見
切
卓
出
』
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
.

欧
米
に
於
い
て
は
'
小
安
企
業
が

1
月
中
に
棚
却
見
望
選
出

(
I

n
ven
tu
rau
SVeIk
l
uf,sto
ck
tak
itlb.･
C】ea
ran
Ce
Sa
te
盲

行
ふ

こ

と

が
､
一般
的
慣
習と
な

っ

てゐ
て

'
顧
客
も
よ
-
こ
の
慣

習
を
利
用
す
る
風
が
あ
る
｡
我
国
に
於
い
て
冬
春
の
安
に
行
は

第

三
十
四
巷

四
六
〇

第

二
戟

t
五
〇

れ
る
冬
物
見
切
安
田
に
就
い
て
は
､
商
人
､
顧
客
の
前
者
か
ら

敵
米
に
於
け
る
そ
れ
程
重
要
な
意
頚
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
な
い
様

で
あ
る
が
'
右
の
教
義
は
季
節
柄
､
営
業
者
の
底
に
何
等
か
の

参
考
に
な
る
と
思
ふ

か
ら
'
共
の

要
領
を
紹
介
し
た

い
主

恩
ふ｡

i
r.
見
切

乗
出
の
東
上
に
及
ぼ
す
影
甘

見
切
費
出
は
､
小
費
商
業
に
於
い
て
r.
萱
脚
遅
き
商
品
を
捌

き
企
柴
の
資
金
流
通
性
を
改
背
す
る
盛
に
最
も
翼
賛
な
手
段
た

る
も
の
の

叫
で
あ
る
O
柳
も
'
在
庫
品
政
報
は
小
寒
企
葉
に
払

l

あ
っ
て
'
見
切
膏
出
は
此
の
政
策
の
要
求
に
著
眼
す
る
所
で
あ

る
.
随
っ
て
'
蔵
荷
捌
の
麓
に
す
る
小
安
企
業
の
傾
格
切
下
は

必
ず
し
も
年
内
の
一
定
時
期
に
限
っ
て
行
は
れ
る
も
の
で
は
な

い
｡
し
か
し
､
商
人
は
正
月
の
大
棚
卿
に
よ
っ
て
手
持
額
を
充

分
に
概
観
す
る
こ
と
が
出
凍
る
か
ら
'
年
頭
に
は
見
切
賓
相
の

政
賃
が
大
規
模
に
行
は
れ
る
横
合
を
輿
へ
ら
れ
る
講
で
あ
る
0

棚
却
見
切
費
出
の
施
設
は
､
か
-
て
'
商
人
側
の
欲
求
か
ら
生

れ
出
た
も
の
で
あ
る
が
､

1
定
時
期
の
見
切
膏
桝
に
掛
す
る
顧

客
大
衆
の
習
歌
に

授
け
ら
れ
て
'
傭
-

義

朗
に
行
は
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

-:と F･,f･HIMltteilungeT.1YondeTForschun三.-bStelleftird･e.1tlandellBerllt-1ヱ･
TahTgang,den I5･JanurI931.



見
切
茸
出
の
政
策
が
'
茸
上
額
に
如
何
な
る
影
響
を
輿

へ
る

か
を
判
断
す
る
麓
に
､
米
国
ミ
シ
ガ
ン
大
挙
賓
柴
調
査
局
'
伯

林
景
気
研
究
所
､
伯
林
商
柴
研
究
所
が
多
数
の
百
貨
店
及
専
門

店
に
つ
い
て
な
せ
る
調
査
の
結
果
を
第

一
表
に
掲
げ
る
0

第

t
義

光
'
濁
百
貨
店
及
猫
逸
専
門
店
の
正
月
卓
上
衝

(
月
街
平
均
の
首
分
率
)

(1) (2)
_二二._二二
価 迭 』捕 逸
専門店 r百貨店

商 品 種 二組

･･ :

t)I:6

76.q
t')tS.(1
りL】(i

XVX

△

co
o

C1
⊥⊥
rt

CD
l
･4
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)

川
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,タ

川
,W
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ノヽ
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.
､7

.
1
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.I;

'
いい
T･,
I

86
83
鮒

82
剛
節
〓

85

1･1
1

1

m

〓

〓
=
一
即

F

ーヽ
･-
∫

服

服
服
服

‥
粗

･
規

･

型
製

製
製

‥
著

:.
着

1.

銑鉄
晩

飯

類
下
栃
下
品

朋

謂

習

S
TF
･謂

1
fu
〓

Je
i?

J

〓

類物

き

規
頬
類
相
品
業
頬
短

つ

婦
少
男
男
毛
暗

往

来
固
百
貨
店

に
於
け
る
正
月

の
慣
椿
切
下
は
特
別
に
著
大
だ
か

小
繋
企
業
に
於
け
る
棚
卸
見
切
貿
出

ら
､
正
月

の
萱
上
の
量
的
意
義
は
此
の
数
字

の
中
に
完
全
に
現

ほ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
O

棚
卸
見
切
膏
出
は
'

普
通
は
軍
に
二
週
間
に
亘
っ
て
行
は
れ

る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
､
第

一
表
の
如
-

一
箇
月
全
腰
に
関
す
る

調
査
は
見
切
賓
出
の
茸
上
に
及
ぼ
す
髭
撃
を
充
分
に
示
す
も
の

で
は
な
い
O
吾
カ
は
見
切
膏
出
期
間
の
前
後
に
於
け
る
賛
行
減

退
に
よ
っ
て
､
其
の
彩
響
が
か
1
る
調
査
の
結
果
の
中
に
相
殺

さ
れ
て
ゐ
る
JJ
と
を
知
ら
ぬ
ば
な
ら
ぬ
｡
し
か
し
ー
表
に
見
る

｢ト
.
.-

1
J
ii
ノヽ
dUh,1l,P
.y
diiトHヽ
ノ
..l･p･H
I】
ー
.

月

額

平

均
を
超

え

'
他

の
も

の
に

つ
い

て
も
左

程

甚
し
-

平
均

を
降
っ
て
ゐ
な
い
所
を
見
る
と
'
こ
れ
に
よ
っ
て
明
に
費
上
に

及
ぼ
す
棚
卸
見
切
費
出
の
影
響
を
窺
ふ
こ
と
が
刑
来
る
の
で
あ

る
o
何
と
な
れ
ば
ー正
月
に
は
何
等
~季
節
的
の
需
要
埠
加
を
期

待
し
得
べ
き
理
由
は
な
く
ー寧
ろ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
買
物
の
反
動
と

し
て
膏
上
の
減
少
す
べ
き
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
｡

(註
)

我
尚
に
は
ク
リ
ス
マ

ス
買
物
と
い
ふ
こ
と
は
節
米
に
於
け

る
程
盛
に
行
は
れ
て
ゐ
な
い
が

'

正
月
準
備
と
し
て
の
歳
暮

の
買
物

が
こ
れ
に
首
る
で
あ
ら
う
.
な
ほ
､
我
団
で
は
正
月
は
所
謂
､
も
の

月
と
し
て
､
歳
暮
に
引
績

い
て

一
般

に
需
要
増
加

の
月
と
考

(
ら
れ

第
三
十
日
巷

四
六

l

第
二
鍍

一
五

一

1) EdgarH.Cault,YtaTlystandandaTdso｢Pl∋riormanCeforDepgLrtmentStores ≡
･928-29,MonthlyStandardsofpert(,rmコnC･eForDepartmentstores‥Ⅰ928-29･
UnlVerBLtyOfMIChlgan,AnnArl⊃or,Ⅰ93.0･

(I) dieForschur]gsste】lefiirdenHandelの調査

(2) dashstJtut佃r Konjunkturforschuヮg｡?調査
(3) dosI∋uleueOfbus･nessresenTCll,utllVeT･･Llyof仙chigan.fllrdasJahr1929日わ



小
資
金
巣
に
於
け
る
棚
卸
見
切
費
出

る
か
ら
､
欧
米
の
事
情
と
集
る
も
の
が
あ
る
と
恩
ふ
が
'
こ
れ
に
つ

い
て
の
確
言
は
正
し
い
茸
誼
的
研
究
を
要
す
る
の
で
あ
る
0

二
㌧
庫
を
晶
の
年
期
と
轟
耕

勿
論
､
棚
卸
見
望
買
出

の
主
要
な
る
目
的
は
茸
上
の
増
加
で

は
な
-
､
寧
ろ
そ
れ
は
正
常
偶
格
で
は
常
分
の
問
膏
捌
困
難
と

見
ら
れ
る
絶
て
の
商
品
の
戒
排
で
あ
る
｡
比
の
種
の
手
持
は
皆

葉
上
の
廃
置
の
扶

り
'
景

気
的
原
因
か
ら
氷
る
菅
行
萎
縮
'
天

候

の
影
響
1.流
行

の

轡
造
ー

仕

入
の

割高
等々

に
よ
っ
て
F多
か

1
rl
1ヽ
一
､
､1

ノ
F

†叫,I
,

I
=1

I
J
_
7.1
1
41-,-,
ノヽ
ー
1J

新
札
ノカ
が

列
バ
王
朝
rJ

b
..L･S
打

が

て
L丘
ら
斬
SV
月
｢
誇

TV

ー

第
二
表

猫
逸
の
専
門

店

に
於
け
る

十

二

ケ
月
以
上
の

年
期
物
の
平
均
率

一
九
二
九
年
の
棚
卸
へ
一
九
三
〇
年
正
月
)
の
結
果

商 業 部 門 '在庫 品全村の~百分率

きれ地商.-.-.--. 14.0

紡織品官貨店.-.- 10.0

靴 商...T........ f).()

硝子及陶券商.-.... コ5.0

巷
庫
品
を
其
の
年
期
に
つ
い
て

分
析
す
れ
ば
､
小
菅
企
柴
に
於
て

即
時
戒
排
の
要
求
さ
れ
る
程
度
が

判
る
｡
第
二
表
'
第
三
表
の
示
す

が
如
-
'
十
二
ケ
月
以
上
の
年
期

物
が
嘱
逸
及
び
米
国
の
小
安
企
業

に
於
い
て
在
庫
品
中
の
少
か
ざ
ら
る
部
分
を
占
め
U
ゐ
る
Q

撃

二
十
田
巻

四
六
二

第
二
戟

一
五
二

尤
も
､

正
月
の
棚
卸
に
は
.
か
か
る
超
過
年
期
物
は
殆
ん
ど

第

三
表

.I.

米
国

の
百
貨
店
に
於
け
る
在
庫
品
の
年
期

1
九
二
九
年
の
棚
卸
(
l
九
三
〇
年
正
月
)
の
籍
具

4
t∂
nU
nH
nD
Cd
3
1D
S
IJ
O

史U

rJ
e一
r1
2
11
2
Cq
Cq
4
り.J
4

1

..,:" ..;.... ･義 臣 .A.:..十 tjf..I.

金棚卸観V)-El'分･率

9(L6… :36.7
6
4
14

4412
qU
CO
qH
3
1
5

2

lDO

CH
8
8
C.)E3
Cq
CO
L-
5

･･l
r)
l

l).･l)し)〟
nU

1L
_

1
･
8
1
･
7
日
gS
J2

0
C〃
cO
2
7

2

0
5
0
0
人リ
0

21
1!′｣4
9Jlh
lti6

RU
L

7
6
り
.
り
川4
はり
n臼
7
ハり
C;
4
5

t
(

.1
･-
-
･し
｣リ
A.,.』.
ハ如し
/_
l

･.J
〔ハし

1
2

2
l

1
2
2
2

l
1

I
1

7
8
2
9
0
0
7
LC)6
C
:
5

2

0

2

4

CI
C
･
C
T.
りノ

ウ
=r3
2

3
4

lDl
S8
0
8
8
C
.1C二
つ
9
8
4
1

4
6
3
8
4
6
Ln
4
7
6
7
5
5
4
4
4
6
3=6

套外

.

署

品

用

類

き

…
所

…
…
…
物
服
服
女

∴

物
室
規
類
簸
進
衣
衣
少
物
頬
靴
靴
頬
粗

品

布
鮎
腎

朋
管

下
M
朋
物
掛

軍
に
冬

分
に
だ
け
販
責
き

れ
得
る
が
如
き
商
品
に
於
て
最
も
著

し
-
覗

は
れ
る
も
の
で
'
そ
れ
ら
の
品
物
は
既
に
前
年
の
冬
か

ら
鳩
か
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡

-× 麻織品 X X 擬具用布 X X X 家政及某所著 △ 陶器及碑千蕊
り 商業研究所 の調査
-3) ミシガン~1(争奪菓調査局の調査



森
庫
品
の
娘
韓
度
と
そ
の
年
期
と
の
関
係
も
亦
第
三
表
に
よ

っ
て
明
瞭
に
こ
れ
を
親
ふ
こ
と
が
出
禿
る
｡
軌
ち
､
姐
樽
速
度

の
最
も
大
な
る
婦
人
及
び
少
女
用
外
套
に
於
い
て
超
過
年
期
物

の
率
は
最
も
低
-
､
反
射
に
'
椅
子
及
陶
器
瀬
は
そ
の
適
時
速

度
が
最
も
小
に
し
て
､
超
過
年
期
物
の
率
は
最
旦
商
い
｡

三
､
偶

格

の

切

下

邦
席
品
が
右
の
如
き
･超
過
年
期
物
と
冶
Nr"
J
JJ
を
遇
け
､
双

は
年
期
物
を
成
る
べ
-
連
に
捌
-
が
篤
に
は
､
か
な
り
の
粗
度

に
慣
格
の
切
下
を
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡
iE
常
傭
格
で
は
此

の
種
の
商
品
の
茸
行
は
清
々
攻
の
新
季
節
の
初
頭
に

7
感
の
望

が
懸
け
ら
れ
る
だ
け
で
'
そ
れ
も
甚
し
く
流
行
遅
れ
の
も
の
に

就
い
て
は
全
-
貴
行
の
見
込
は
た
だ
ぬ
｡
い
づ
れ
に
し
て
も
.､

春
庫
品
中
の
年
期
物
は
馨
葉
上
の
資
金
と
場
所
と
を
塞
い
て
.

企
業
損
失
草
生
の
原
因
を
つ
-
-
､
且
つ
肺
凍
の
唐
柴
虐
置
を

施
す
に
つ
い
て
の
障
碍
と
な
る
｡

し
か
る
に
､慣
格
の
切
下
は
屡
々
､顧
客
を
し
て
姑
-
新
奇
の

流
行
を
追
ふ
こ
と
を
思
ひ
と
ど
ま
り
､
慣
格
の
割
合
に
品
質
の

優
れ
た
商
品
に
封
す
る
需
要
を
起
さ
し
め
t
か
-
て
､
超
過
年

小
貸
金
業
に
於
け
る
棚
卸
見
切
茸
出

期
物
が
い
ち
早
く
季
節
仕
舞
迄
に
魔
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
易

い
o
前
述
ミ
シ
ガ
ン
大
草
膏
薬
調
査
局
が
多
数
の
米
国
百
貨
店

に
つ
い
て
調
査
し
た
所
に

よ
れ
ば
､
慣
格
の
切
下
は
､
超
過
年

期
物
が
手
持
組
節
中
に
占
め
る
割
食
の
最
も
大
な
る
部
門
と
､

流
行
の
轡
遷
激
し
き
商
品
部
門
と
に
於
い
て
最
も
編
著
に
現
は

れ
で
tQ
る
D
而
し
て
F
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切
下
は
既
に
前
年
の
十
二
月
か
ら
行
は
れ
始
め
る
こ
と
に
な
る

か
ら
.ir:

一
九
二
八
年
の
十
二
月
と

i
九
二
九
年
の

i
月
と
の

慣
格
切
下
の
紙
額
を

7
九
二
九
年

…
月
の
賓
上
組
額
に
封
比
す

れ
ば
前
者
は
責
に
後
者
の
二
割
八
分
に
普
っ
て
ゐ
る
｡
な
ほ
比

の
雨
月
の
慣
格
切
下
瀬
は

1
九
二
九
年
度
全
億
の
安
上
額
の
｣

分
九
厘
に
相
昔
す
る
｡

四
'
棚
卸
見
切
乗
出
の
経
済
性

域
排
の
目
的
の
麓
に
す
る
慣
格
の
切
下
に
よ
っ
て
､
小
安
企

業
の
蒙
む
る
犠
牲
の
負
源
は
前
述
の
如
く
相
昔
大
な
る
も
の
が

あ
る
｡
尤
も
'
儒
格
の
切
下
は
'
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
営

業
費
の
節
約
に
よ
っ
て
'
多
少
相
殺
さ
れ
る
所
が
あ
る
D
即
ち

第
四
表
に
見
る
が
如
-
'
米
国
の
百
貨
店
に
就
い
て
の
調
査
に

第
三
十
四
巷

四
六

三

第

二
鋸

一
五

三



小
乗
企
巣
に
於
け
乙
抑
卸
見
切
蛍
出

よ
れ
ば
､
見
望
貿
出
の
虜
に
少
-
と
も
数
量
的
に
費
上
の
相
加

あ
る
に
も
不
拘
'
給
料
費
は
月
叡
平
均
以
下
に
止
ま
り
'
鹿
告

費
も
住
に
槍
加
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
0
月
へ
在
庫
品
廻
轄
速

度
も

7
月
中
に
は
月
宛
平
均
速
度
の
約
三
割
噂
に
な
っ
て
ゐ
る
｡

第四末 光固百貨店に於ける･一九二九年正
㌔;I

月の清音費､人件詑及在庫品狙轄度
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商品種煉

他面見望栗山の麓の借格切下が小安企業にとって如何に大なる負槍をなすかは､前述の如-米国の百貨店に於いて'一九二九年7月の棚卸見切茸出の篤の僧格ES下は同月紙貢上擬の二割八分に皆たり､それは略々
同月の総督葉費に匹敵してゐることから寮せられる｡

第

三
十
四
巷

四
六
四

第

二
流

1
五
四

さ
れ
ば
棚
卸
見
望
買
出
は
'

之
を
そ
れ
自
身
と
し
て
槻
察
す

れ
ば
'
営
業
上
卿
も
引
合
ふ
仕
事
な
り
や
否
や
寧
ろ
甚
だ
疑
問

で
あ
る
｡
か
-
て
そ
の
主
要
な
る
意
義
は
､
屯
に
此
の
方
策
が

戒
排
を
促
進
す
る
所
に
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0
億
格
切

下
の
犠
牲
を
忍
ん
で
見
望
買
出
を
行
ふ
に
非
ざ
れ
ぼ
'
漸
-
港

々
と
し
て
捌
け
る
に
過
ぎ
ざ
る
か
'
或
は
全
く
夢
捌
の
見
込
の

た
た
ぬ
商
品
も
'
之
に
よ
っ
て
此
校
的
迅
速
に
費
脚
が
つ
-
め

で
あ
る
O
右
の
如
き
年
期
物
の
商
品
は
之
を
放
置
す
れ
ば
徒
に
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こ
れ
を
要

す
る
に
'
棚
卸
見
切
膏
出
は
王
と
し
て
､
小
安
企

柴
に
於
い
て
不
適
又
は
過
失
に
基
い
て
起
れ
る
手
持
上
の
過
去

の
映
隣
を
ば
成
る
べ
-
軽
少
の
損
失
を
以
て
克
服
せ
ん
が
虜
の

緊
急
虚
匿
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
到
底
､
そ
れ
自
身
の
中
に

特
別
な
利
潤
発
生
の
源
が
鮮
ん
で
ゐ
る
と
見
る
こ
と
は
出
水
な

い
.
随
つ
て
'
小
菅
企
業
に
於
い
て
'
小
軸
に
し
て
且
つ
比
較

的
年
期
の
若
き
衣
庫
品
の
存
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
場
合
に
は
､
嬢

に
見
望
案
出
を
行
ふ
べ
き
も
の
で
は
な
-
､
若
し
こ
れ
を
行
ふ

と
も
小
規
模
の
範
囲
に
と
ど
め
て
お
か
ぬ
ば
な
ら
ぬ
o

3)ミシガン大草前出調査


